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 ２年生 コーポレートアクセス 中間発表  １０月２１日、２年生による中間発表がありました。 

インターンしている企業から受け取った「ミッション」に対して、自分たちで考えたアイディアを企業人に発

表。今回は、LINE ヤフーから３名、富士通から１名の企業人が東京などからオン

ラインで参加。企業からの「ミッション」を自分たちは、どう解釈し、どんな企画

を考えたか、どのグループもユニークな発表をしていました。 

【企業人からのアドバイス】 ・資料がよくできていて、発表も素晴らしかった。 

・中学生らしさ、中山中らしさ、みたいなところを取り組んでほしい。 ・ちょっ

と調べたらそのサービスが出てくるのでは? ・ミッションの解釈をがんばってほ

しい。 ・「この企画が通ったら、自分が使いたい」となるようにして欲しい。 ・買う人、使う人をイメージす

る。どういう人に提供するのか。 ・おもしろいアイディアが出ていた。中学生らしい自由な企画だった。  

・ミッションの解釈ができているのか。そう解釈したのに、なぜその企画になるのか。 ・大胆なアイディアが

ミッションとリンクしないとだめ。 ・経験からの発想を大切にしてほしい。発想を豊かに。 ・同じサービス

がないか調べてほしい。 ・もっと発想を変えてもいいし、まったく違うものになってもいい。 

【生徒の感想】 ・企業の方の前での発表は、とても緊張しました。でもたくさん練習した甲斐もあり、うまく 

自分たちの企画を伝えられました。実際に働いている方からのアドバイスはとても参考になりました。今後も企 

画の改善を行い、東京での全国大会に進出できるように頑張ります。【○○○○さん】 

・他のグループでは、どのような企画を考えてどのような計画を立てているのかじっくり見ることができまし 

た。自分の企画を発表して、課題がたくさん見つかったので活かしていきたいです。【○○○○さん】 

・自分たちだけの考えでは思いつかなかった意見やアドバイスをもらえて、参考になりました。私たちのアイ 

ディアでは、企画の幅が狭くなっていましたが、アドバイスをいただけたことで、もっと幅広い考え方で企画を 

進めていけるようになりました。【○○○○さん】 

・自分たちの企画の課題が明確になり、考えが深められました。【○○○○さん】 

 テレビ取材  本校の特色について、TUY(テレビユー山形)が、２つのテー 

マで取材に訪れました。ひとつは、探究学習「クエストエデュケーション」。 

 １年生の「クエスチョンＸ」、２年生の「コーポレートアクセス中間発表」を 

中心に３年生の生徒がレポーターになって紹介しました。 

放送日時：１１月１１日（月）から２２日（金）(予定) 朝6：30～ 

（うち１分３0秒）  「ＴＨＥ ＴＩＭＥ、内 山形！中高生ニュース」 

＊見逃した場合は、放映期間終了後に TUY(テレビユー山形)のHPにも掲載さ 

れますのでご覧ください。 

 クエストミーテイング  11月１５日(金)16:00～17:30。 全国で「コーポレートアクセス」に取り組んで 

いる中高生と企業人によるオンラインミーテイングに２年生が参加します。自分たちのチームの提案内容の発表、 

推しポイント、困っていること、他のチームに相談したいことなど、全国の中高校生と交流して、自分たちの取 

り組みにいかせるヒントを持ち帰ることをねらいとしています。貴重な機会です。是非、有意義なものになるよ 

うしてください。 

 鴻池組インタビュー  以前に紹介した鴻池組の記事投稿企画の募集に、 

応募するために２年生の「ワタリドリ組」（○○○○さん、○○○○さん、 

○○○○さん、○○○○さん）チームが、鴻池組の担当者にオンラインイン 

タビューを行いました。担当者からは、「いい質問ですね。」と言われ、高 

評価を得ました。今回の質問をもとに記事にして、さっそく応募しました。 

採用なるかは、わかりませんが、たいへんいい経験になりました。 

（なお、全国から応募した記事の中から選抜され、鴻池組が開設する特設サイトで紹介されます。） 


